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短

　

歌

新

得

短

歌

会

ふ
る
さ
と
の
鉄
路
と
共
に
栄
え
よ
と

　
　

駅
舎
に
わ
れ
ら
エ
ー
ル
を
お
く
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

菊
池　

康
雄

　

ど
の
や
ふ
な
出
会
ひ
が
あ
ら
ふ
打
た
れ
つ
つ

　
　

繋
が
り
思
ふ
カ
ル
タ
の
集
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
井
由
利
子

　

人
去
り
て
憤
怒
の
涙
か
は
か
ぬ
に

　
　

あ
と
を
を
ふ
が
に
義
弟
も
逝
く
は
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宮
脇　

和
子

産
声
を
あ
げ
た
ば
か
り
の
清
き
朝

　
　

中
吉
引
け
れ
ば
一
年
ハ
ッ
ピ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岡
田
御
狸
裸

人
生
も
お
り
返
し
つ
つ
何
も
な
く

　
　

吾
の
足
跡
子
ら
が
繋
げ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
野　

恭
子

亡
き
友
を
慕
ふ
心
の
歌
を
読
み

　
　

し
ず
か
な
り
ゆ
く
わ
が
胸
な
り
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
橋　

幸
子

一
切
の
音
の
聞
こ
え
ぬ
身
と
な
れ
ば

　
　

夢
の
中
で
の
会
話
楽
し
む�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
本　
　

洋

打
た
ざ
れ
ば
鐘
も
鳴
る
ま
い
厄
運
を

　
　

嘆
く
な
因
果
我
に
あ
る
ら
し　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

樋
口
か
お
り

　
俳
　
句

新
得
俳
句
同
好
会

通
夜
帰
り
二
月
半
ば
の
月
白
し片

桐　

波
月

恵
方
巻
老
い
の
二
人
に
福
来
た
る

渡
辺
ア
ヤ
子

齢
の
数
ほ
ど
は
食
わ
れ
ぬ
年
の
豆�

月
井　

愁
峰

ボ
ケ
防
止
着
る
事
も
な
き
毛
糸
か
な�

八
木　

育
子

寒
空
を
砕
く
が
如
く
ヘ
リ
の
音�

高
橋　

民
女

春
雪
を
化
粧
に
つ
け
て
並
木
道

　

袴
田
ゆ
き
男

豆
撒
き
や
一
粒
一
粒
法
話
あ
り�大

崎
か
ず
お

背
の
丈
の
撥
ね
雪
眩
し
日
記
帳斉

藤　

青
苔

腕
白
の
秘
密
基
地
と
や
地
虫
出
づ

中
島　

土
方

　

最
近
の
こ
と
か
ら
五
点
報
告
し
ま
す
。

　

一
点
目
は
、
２
月
26
日
に
東
京
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
第
27
回
「
東
京
ふ
る
さ
と
会
」
定

期
総
会
に
出
席
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

会
員
、
会
員
の
友
人
、
来
賓
含
め
130
人
を
超

え
る
方
が
一
同
に
集
ま
り
、
友
好
を
深
め
る

と
と
も
に
「
ふ
る
さ
と
新
得
」
の
発
展
の
た

め
に
様
々
な
お
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
北

海
道
内
の
自
治
体
と
連
携
し
て
い
る
首
都
圏

で
「
ふ
る
さ
と
会
」
に
、
こ
れ
だ
け
の
人
数

が
集
ま
る
総
会
は
、
人
口
が
比
較
に
な
ら
な

い
ほ
ど
多
い
旭
川
市
の
ふ
る
さ
と
会
だ
け
と

の
こ
と
で
し
た
。
参
加
者
の
数
と
、
様
々
な

励
ま
し
の
言
葉
に
大
変
心
強
く
思
う
と
同
時

に
、強
い
「
絆
」
を
感
じ
た
ひ
と
と
き
で
し
た
。

　

二
点
目
は
、
翌
日
の
27
日
に
ク
ラ
ブ
メ
ッ

ド
北
海
道
の
社
長
と
会
う
機
会
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
の
中
で
今
後
10
年
間
の
現
施
設
の
賃

貸
契
約
を
終
え
、
こ
れ
か
ら
レ
ス
ト
ラ
ン
、

部
屋
数
を
増
や
す
な
ど
の
改
修
を
進
め
る
お

話
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
特
に
夏
シ
ー
ズ

ン
は
一
層
力
を
入
れ
て
い
く
の
で
、
お
客
様

へ
の
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
地
元
と
し
て
も
今

ま
で
以
上
の
協
力
を
お
願
い
さ
れ
、
今
後
ど

ん
な
協
力
が
可
能
か
関
係
者
の
皆
さ
ん
と
相

談
を
進
め
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

三
点
目
は
、
３
月
１
日
に
第
53
回
新
得
高

校
卒
業
証
書
授
与
式
に
出
席
し
ま
し
た
。
父

兄
、
在
校
生
、
来
賓
の
ほ
か
特
別
支
援
学
校

の
生
徒
が
同
席
す
る
中
で
挙
行
さ
れ
、
卒
業

生
27
人
一
人
一
人
に
卒
業
証
書
が
手
渡
さ
れ
、

落
ち
着
い
た
雰
囲
気
の
中
、
心
温
ま
る
記
憶

に
残
る
式
典
で
し
た
。
特
に
、
式
典
の
中
で

３
年
間
一
日
も
欠
か
さ
ず
授
業
に
出
席
し
た

生
徒
３
人
に
皆
勤
賞
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
が
、

そ
の
強
い
意
志
に
感
激
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

な
お
、
４
月
以
降
の
新
得
高
校
に
は
募
集
停

止
の
影
響
で
１
年
生
は
い
ま
せ
ん
。
２
年
生

と
３
年
生
だ
け
に
な
り
、
平
成
31
年
３
月
に

最
後
の
卒
業
式
を
迎
え
ま
す
が
、
町
民
の
皆

さ
ん
に
は
残
さ
れ
た
時
間
も
、
今
ま
で
同
様

の
応
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

四
点
目
は
、
Ｊ
Ｒ
北
海
道
の
根
室
本
線
新

得
・
富
良
野
間
の
廃
線
問
題
へ
の
対
応
で
す
。

富
良
野
市
ほ
か
３
市
１
町
で
組
織
し
て
い
ま

し
た
根
室
本
線
協
議
会
に
新
得
町
が
新
た
に

加
入
し
、
占
冠
村
も
加
入
予
定
で
鉄
路
維
持

の
た
め
に
連
携
を
進
め
て
い
く
こ
と
に
し
ま

し
た
。

　

五
点
目
は
、
人
口
減
少
対
策
と
し
て
様
々

な
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
が
、
今
後
の

対
応
の
た
め
に
平
成
28
年
１
月
か
ら
12
月
の

人
口
動
向
を
分
析
し
て
み
ま
し
た
。
出
生
39

人
、
死
亡
121
人
で
82
人
の
自
然
減
、
転
入
出

は
92
人
の
増
、
そ
の
他
の
要
因
で
37
人
の
減
、

差
し
引
き
１
年
間
で
は
27
人
の
減
に
な
っ
て

い
ま
し
た
。
転
入
出
で
転
入
者
の
増
加
が
、

今
後
も
続
く
の
か
不
明
な
部
分
で
す
が
、
明

る
い
材
料
と
捉
え
、
今
後
も
様
々
な
政
策
を

続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

町長室から

こんにちは

新得町長　浜田正利

非
常
持
出
品

　

と
っ
さ
の
場
合
に
持
ち
出
せ
る
よ
う

に
リ
ュ
ッ
ク
に
詰
め
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

貴
重
品
（
現
金
、
通
帳
、
印
鑑
、
保
険
証
、

免
許
証
、
母
子
健
康
手
帳
な
ど
）

ラ
ジ
オ
・
照
明
器
具
（
F
M
付
ラ
ジ
オ
、

懐
中
電
灯
、
予
備
電
池
、
ロ
ー
ソ
ク
、

ラ
イ
タ
ー
、
マ
ッ
チ
な
ど
）

衣
類
（
下
着
、
ト
レ
ー
ナ
ー
、
ジ
ャ
ン

パ
ー
、
軍
手
、
雨
具
な
ど
）

防
災

知
識

非
常
用
食
品
（
缶
詰
、
カ
ン
パ
ン
、
ビ

ス
ケ
ッ
ト
、
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
、
水
な
ど
）

道
具
類
（
缶
切
り
、
栓
抜
き
、
ナ
イ
フ
、

割
り
箸
、
ロ
ー
プ
、
ビ
ニ
ー
ル
シ
ー
ト

な
ど
）

救
急
・衛
生
用
品
（
消
毒
液
、傷
薬
、目
薬
、

胃
腸
薬
、
鎮
痛
解
熱
剤
、
ば
ん
そ
う
こ
う
、

包
帯
、
生
理
用
品
、
ウ
エ
ッ
ト
テ
ィ
シ

ュ
な
ど
）

備
蓄
品

　

大
規
模
災
害
時
に
は
、
救
援
物
資
が

届
く
ま
で
３
日
か
か
る
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
の
で
、
少
な
く
と
も
３
日
間
は
自

活
で
き
る
用
意
を
し
ま
し
ょ
う
。

燃
料
（
卓
上
コ
ン
ロ
、
ス
ペ
ア
ガ
ス
、

固
形
燃
料
な
ど
）

洗
面
具
（
歯
ブ
ラ
シ
、
タ
オ
ル
、
石
鹸

な
ど
）

水
（
飲
料
水
は
１
人
あ
た
り
１
日
約
３

リ
ッ
ト
ル
が
目
安
で
す
）

暖
房
（
暖
房
器
具
、
使
い
捨
て
カ
イ
ロ

な
ど
）

食
料
品
（
米
、
ア
ル
フ
ァ
米
、
レ
ト
ル

ト
食
品
、
カ
ッ
プ
麺
、
菓
子
類
な
ど
保

存
期
限
の
長
い
も
の

い
ざ
と
い
う
時
の
た
め
に
防
災
の
知
識
と

心
構
え
を
身
に
つ
け
ま
し
ょ
う
。

非常時の「持ち出
し品」と「備蓄品」

マ
メ

　

災
害
発
生
時
に
持
ち
出
す「
非

常
持
出
品
」
と
、
救
援
物
資
が

届
く
ま
で
の
数
日
間
を
し
の
ぐ

「
備
蓄
品
」
の
備
え
を
各
家
庭
で

お
願
い
し
ま
す
。
ど
ち
ら
も
年

に
一
度
は
チ
ェ
ッ
ク
し
て
、
新

し
い
も
の
と
交
換
し
ま
し
ょ
う
。

そ
の

　　

十
勝
の
開
拓
は
、
馬
の
活
躍
を
抜
き
に

語
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
新
得
町
に
お

い
て
は
、
明
治
32
（
１
８
９
９
）
年
に
パ

ン
ケ
シ
ン
ト
ク
駅
逓
所
（
新
得
駅
逓
所
・

鎌
谷
与
七
取
扱
人
）
に
官
馬
７
頭
が
配
置

さ
れ
た
の
が
、
馬
が
見
ら
れ
た
最
初
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
一
般
の
農
家
に
お
い
て
は
、

明
治
35
（
１
８
９
２
）
年
に
佐
幌
の
岩
瀬

豊
吉
が
最
初
に
馬
を
導
入
し
ま
し
た
。

　

日
清
戦
争
で
馬
の
果
た
す
役
割
が
重
要

視
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
馬
の
改
良
、
増

産
が
国
策
と
し
て
進
め
ら
れ
て
い
き
ま
し

た
。

　

当
時
馬
の
競
売
を
行
う
家
畜
市
場
は
、

十
勝
国
産
牛
馬
組
合
が
主
催
し
て
十
勝
管

内
７
カ
所
で
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
新
得

で
い
つ
頃
か
ら
開
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

の
か
は
っ
き
り
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
大
正

４
（
１
９
１
５
）
年
に
は
既
に
新
得
町
字

新
得
西
１
線
50
番
地
（
現
や
す
ら
ぎ
荘
付

近
）
で
開
催
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
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家畜市場の様子

　

大
正
12
（
１
９
２
３
）
年
４
月
に
は
国

有
種
馬
屈
足
種
付
所
（
同
13
年
に
新
得
種

付
所
と
改
称
）
が
新
得
家
畜
市
場
に
隣
接

し
て
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
家
畜

市
場
は
新
得
小
学
校
に
近
い
上
、
鉄
道
の

踏
切
が
あ
り
、
時
に
は
パ
ン
ケ
シ
ン
ト
ク

川
の
決
壊
が
あ
る
た
め
、
屈
足
種
付
所
と

合
併
し
て
大
正
15
（
１
９
２
６
）
年
に
新

得
町
栄
町
１
２
３
番
地
（
現
栄
町
団
地
）

に
移
転
と
な
り
ま
し
た
。

　

新
得
家
畜
市
場
は
芽
室
町
以
西
を
管
轄

し
て
お
り
、
鉄
道
利
用
の
便
利
さ
か
ら
春

秋
の
競
り
の
日
に
は
、
全
国
各
地
か
ら
購

買
客
が
集
ま
り
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
競

り
が
行
わ
れ
る
前
後
は
旅
館
や
料
理
店
が

に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
昭
和

23
（
１
９
４
８
）
年
に
関
係
法
令
が
廃
止

と
な
り
、
種
付
所
は
解
散
し
、
家
畜
市
場

は
農
業
協
同
組
合
に
引
き
継
が
れ
ま
し
た

が
、
馬
産
は
年
々
衰
退
し
、
牛
を
中
心
と

し
た
家
畜
品
評
会
や
家
畜
祭
へ
と
変
化
し

て
い
き
ま
し
た
。

新得家畜市場跡


